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CaGdAlO4は AlO6八面体の骨格構造に Ca2+イオンと Gd3+イオンがランダムに配置される

結晶構造を持つ材料である [1]。CaGdAlO4 は優れた光学特性を有しており、可視光レーザ

ーといった蛍光体のホスト材料としての応用が期待されている材料である [2]。しかし、

我々の知る限り CaGdAlO4の放射線誘起蛍光特性に関する報告はない。そこで本研究ではフ

ローティングゾーン法を用いて Tb添加 CaGdAlO4単結晶を作製し、放射線誘起蛍光特性に

ついて評価を行った。 

Fig. 1に作製した試料を加工、研磨後の無添加及び 0.5、1%Tb添加 CaGdAlO4単結晶のサ

ンプル写真を示す。加工した試料は長さ約 8 mm、横幅約 4 mm、厚さ約 1 mmであった。

無添加の試料は黄褐色透明、Tbを添加した試料は赤褐色透明であった。Fig. 2に無添加及び

0.5、1%Tb添加 CaGdAlO4単結晶の X線誘起シンチレーションスペクトルを示す。無添加の

試料では発光ピークを観測することができなかった。一方で Tbを添加した試料では 380、

415、435、460、470、490、540、590、620 nmに発光ピークを観測した。これらのピークは

Tb3+の 4f-4f遷移に由来するものであると考えられる [3]。 

 

  
Fig. 1 Picture of undoped and Tb-doped 
CaGdAlO4 crystals. 

Fig. 2 X-ray-induced scintillation spectra of 
undoped and Tb-doped CaGdAlO4 crystals. 
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